
清水敏允先生退職記念号によせて

経済学部長 後 藤 晃

清水敏允先生 は,2003(平 成15)年3月31日 付 けを もって定年 でご退職 にな りました。本学

には1991年 に教授 として赴任 され,12年 のご在職 で した。 この間,教 育研 究は もとよ り,評 議

会評議員や大学 院経済学研究科 の委員長 などを歴任 されるなど本学お よび経済学部のために多大

な貢献 をなされま した。心 より感謝 申し上げる とともに,ご 退職 を深 く惜 しむ ものであ ります。

先生が歩んで こられた道は まこ とに豊かな ものであ ります。1956年,上 智大学文学 部 を卒業

された後,一 時期 出版社 な どで勤務 された経験 がおあ りですが,1962年 に新た な船出 をな さい

ます。スイスのザ ンク トガ レン大学の修士課程 に入学 され,こ こか らさらに ドイツのケル ン大学

の修士課程 に移って研鐙 をつ まれて,1970年 にケル ン大学経済 ・社 会科学部の博 士課程 におい

て 「日本の結合企業の構造分析(邦 訳)」 と題す る論文で学位 を取得 され ました。 この海外 での

ご経験が先生の研究 を方向づ け豊か なもの としたと推測 してお ります。学位 を取得 されて程 な

く,独 協大学経済学部助教授 に就任 され ます。以 来,同 大学教授,福 島大学経済学部教授 を経

て,本 学経済学部教授 に就任 されてか らは学部発展のために教育 ・行政のさまざまな場で敏腕 を

振 るってこ られました。

先生のご専門は経営学ですが,な かで も ドイツ経営学 にもっ とも造詣が深いようです。 ご著作

のなかで 「ドイツ経営学』(光文社1978年),「 西 ドイツの輸「出競争力 と産業構造』(教育社1989年)

は,ド イツ経営論,ド イツ企業の経営研究 を体系化 された優 れた研究成果であ り,こ の専門領域

で先生は 日本における第一人者 であると聞いてお ります。 また ドイツ語による多数の著書や論文

を通 して,日 本 の経営組織や企業,技 術移転 などについて海外 に紹介 をされ,国 際的な場で活躍

をして こられ ました。 さらに社会科 学系学部の学生 に向けて,『 工業経営 学の基礎』な どの啓蒙

本 も著 してこられ ました。

こう した研究 はさらに後続の研究者 によって引 き継がれてい くと思われますが,先 生 ご自身か

らは 「私 はまだ研究 の途上 なのだ」 と言い返 されそうな気がいたします。それほ どに先生は若々

しくい まだに青春 をか もし出してお られ,な お しば らくの問教壇にお立ちいただけるの をよろこ

び としてお ります。健康 に留意 され,ま す ますお元気に ご活躍 くだ さい ます よう願 ってお りま

す。

本記念号の出版は,ご 退職の機会 をとらえて,さ さやか なが らこれまでのご苦労 をおね ぎらい

し,ま た学恩に対する感謝の気持 ちを先生にお伝 えすることを念 じての ことであ ります。


